
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

外出でもなく特別なイベントでもない・・、普段の生活の風景です。こういった普段の生活の中での入居

者の皆さんの笑顔こそが、とても大事なものに思えます。 

普段の生活の中で 

 ここに掲載した写真や記事は、晃の園ホームページ上の掲示板｢旬のネタ｣から抜粋したものです。掲示

板「旬のネタ」には現場からのニュースが随時掲載されています。ここに掲載しきれなかったニュースや

話題もたくさんありますので、よろしければご覧ください。晃の園ホームページには”晃の園”で検索する

か次のアドレスからアクセスしてください。 

http://www1.ocn.ne.jp/~suruga/hikari/ 
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 ろうきん（静岡県労働金庫）

さんより車椅子８台を寄贈頂

きました。利用される方の体に

あった、使いやすいものを選定

して頂いたそうです。ありがと

うございました。 

７月末までの一ヶ月間、実習

に来ていた学生さんが居合道

を披露してくれました。 
 静まり返った空気の中、素振

りの音が響き渡ります。そして

この刀さばき！見ものでした。 

 金沢の特養”あたかの郷”か
ら金時草を頂きました。金時草

は加賀野菜でぬるぬるとした

独特の風味とのこと。たくさん

頂いたのでさっそくユニット

ごと調理にとりかかりました。 

 今年の夏はとっても暑かっ

た！しかしＵさんは「この暑い

中、外で働いている人のことを

思えば…」と暑さにも負けず、

洗濯物をたくさんたたんで下さ

いました。 

 学生と一緒に掃除タイム。

「男の子には任せておけない

ねぇ」 
掃除機をバトンタッチして、綺

麗に隅々までかけて下さいま

した。 

 夜２０時、大きな音とともに

綺麗な花火が上がりました！

地元、富沢のお祭りがあったよ

うです。思わずユニットの方に

声を掛け、一緒に眺めて夜を過

ごしました。 
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新樹が生まれ変わります 

 

 

 

昭和 63 年に開設されて 17 年。晃の園は楪（旧１号棟）新樹（旧２号棟）そして清響と、それぞれの時

代やニーズに合わせてこれまでさまざまな変化を遂げてきました。 

入居される利用者の生活を常に視点に置き、「よりよい暮らしとは何なのか」を追求していく中で、利用

者とご家族、そしてスタッフが、あたかも大きなひとつの家族としてそこで過ごし、暮らすことに大きな

意味を感じるようになってきました。介護を「する」「される」の関係を超えて、誰もが同じ同居人として

お互いにささえ合う暮らしこそが個々の生きがいに繋がっていくのだと思えてなりません。 

「ユニットケア」という言葉もずいぶん聞き慣れたものになってきました。けれども「ユニットケア」

もそんな暮らしぶりを実現できるひとつの手段でしかありません。あとはそこで暮らす生活者の「思い」

でどんな色にでも変わっていくものなのです。「一緒に暮らしてみませんか」、晃の園がもう１つの安らぐ

我が家となれることを心から願っております。               相談員 佐野雄基 

 新樹が新しく生まれ変わろうとしています。楪・

清響と工事が進められてきた晃の園のユニット化工

事もいよいよ新樹で完了となります。４人部屋を個

室風にして、食堂や居間も居心地のよい空間に変わ

ります。 
ちなみに左の写真はショートステイの食堂部分で

す。「改修」でここまでやる？！がここにはたくさん

あります。 

これはショートステイの廊下部

分。以前のおもかげはまったく感

じられません。一番変わったのは

ここかもしれません。 

こちらがショートステイの隣

のユニット。楪･清響の工事の経

験や反省点を充分に活かした造

りになっています。 

居室は４人部屋がメインです

が、楪と同様仕切りをつけてプラ

イバシーに配慮しています。収納

力もアップしました。 

もうひとつの安らぐ我家へ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

夏だ！             

 利用者さん全員がビールを楽しんだわけではありませんが、中に

はやっぱりビールの好きな利用者さんもいて、「ビールは久しぶり

だよ！」と、とてもおいしそうに飲んでいらっしゃいました。車で

通勤している職員たちはビールが飲めないのでそんな利用者さん

をうらやましそうに眺めていました（ゴックン・・・）。 
 
 町からプロのシェフが？ 
いえいえこの二人は晃の園 
の職員です。当日は写真の 
ようにかっこいい姿でおい 
しい焼きそば（本当におい 
しかったです）をじゃん 
じゃん作ってくれました。 

 楪と新樹の主催でビアガーデンを開きました。い

つもの夏祭りの代わりですが、ビールサーバーも用

意して、さぁいよいよ開始です 
 つまみのメニューも豊富です。焼きそば、枝豆、

から揚げにフライドポテト。ビールが飲めない利用

者さんたちにも楽しんでいただきたいから、たくさ

ん用意しました。飲み物もビールだけでなくお茶に

ジュースに、昔懐かしいラムネ！も用意しました。 
 
 今年のテーマは「主役は利用者さん」です。例年

のように町内の方を招待することは出来ませんでし

たが、その分利用者さんと共に楽しむことができま

した。職員からも「今年は利用者さんとゆっくりで

きて良かったよ」との声が聞かれました。 

 

ビールで乾杯！！！ 

 

祭りだ！ 遊びがいっぱい！ 
 第一回清響夏祭りが開催されまし

た。当日は残念ながら台風の影響で

雨降り。屋上から屋内に場所を変更

しました。 
しかしながら、そんな悪天候をよ

そに、清響の中は浴衣美人でにぎわ

い、かえって華やかになりました。 
 
 ドン！ドン！可愛いお猿さんたち 
のおはやしで夏祭りの始まりです。 
出店には射的、ヨーヨー釣り、落書き 
せんべいにお菓子釣り。射的ではみな

さん普段は見せない真剣な表情で的を狙っていました。また、屋台では焼きそば、綿菓子、お好み焼き、焼き

鳥にカキ氷。そうそう！ビールにラムネにジュースなど、飲み物もたくさん用意しました。綿菓子コーナーで

ははっぴ姿のお姉さんに「もっと大きくして！」などの声も聞かれました。 
 

 祭りも盛り上がってきたところで、ボランティアの方達による盆踊りが披露されました。楽しそうな雰囲気

につられて最後には大きな手拍子と大きな踊りの輪が出来ていました。大盛況で終わった夏祭り。翌日にも「と

ても楽しかった」「またやって欲しい」と会話が弾み、たくさんの笑顔を見ることが出来ました。 

 


